



































































































侯凶）と会津藩においては米の輸送上重要な位置を南山通と共に占めていたも と考えられる。以上 点より預地は道中奉行支配下の街道へ至る迄の流通機構の確保と云う機能女持つ事が出来たものと考えられ 。
瀬戸内海に位置する小豆島は「天保八酉年作州津山松平三河守
様御領分に相成候御沙汰有之侯処 翌年天 九年成年終ニ従公儀御引渡に相成、一島之内御領御私領と御引別れ 罷成侯得共御年貢御物成御政事万端御
W判明之節同様にて、村役はしめ長方小
前末々に到る迄安堵仕罷荘 」とあるから預地と考えられる。小豆島は此時西部六郷は預地となっ のであったが東部三郷は倉敷代官所支配地であった、此 島は古来より水主浦役を負担してお


































り水利の変更が行われているが「右開墾中 享保十三申年新発田領接近村々故障申立、惣代五十公野村兵右エ門中田村弥惣兵衛外一人江戸表へ相登り、翌十四酉年迄及訴訟候得共 故障相立不申、翌十四西年に室り帰国致し、開墾地ハ松平肥前場所ノ所、周年八月病死ニ付、更－一溝口信濃守殿預所－一相成申候」と黒川藩主柳沢経隆の死後は争論を申立てた新発田藩の預 となったが干拓地をめぐって開発願人と近接の三日市藩との聞に争論を生じているので同人は享保十五年新発田藩預地役所へ「向後潟之内迄不残新発田御預支配に被成下候様に奉願侯勿論潟之 破舟等に
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支配の容易ならぎる地域であったが、此の地域の幕府代官の地方支配の失敗により一撲を生じたが、それは最早代官の力では鎮圧出来ず、幕府 会津藩 対し警備を命じた 幕側は直に用 を始め四百五十人程を出兵せしめ、一撲 鎮圧をはかった。ここ「此の地江戸を距ること遠 、今貴蕃 威望に頼り 凶徒非を悔
（ 幻 ）


















































防備にともない所 の移動が行なわれたのであって、審側では負担であった為に割替の方法を行なわず、加増の形式にて所 を与えたならば、家格の問題が関連して生起し、幕藩体制上由々しき問題を提起する事となるであろう、又此の負担が一時的性格のものである点か 考えて所領の割
替
は再度行わねばならない。上知
した地域を預地として旧来通り支配せしめ 支配の交替による支配内容 変化により被支配者聞における不安感を除去 地方支配の効果を高めさせたものと考えられる。藩側も預地と て支配
るが出来、地方支配上幕府領、私領との支配違の問題を防ぎ、幕府








































































































































代限を原則としていたものと考えられる、この－代 を原則 する事は永久に預けられる ではなく、無年限と云いながらも一代限と云う年期制であって、これは預地が一時的性格のものであったと考えられる。寛政元年五月幕府 預地の処理方法について定めているがそれによる 「従来公領地を委託する者ト錐モ其嗣子承襲ノ際票候書ヲ進
呈
ス可キ－一ヨリ、毎回之ヲ議決シ、三年若
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